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「ダクタル」および「ダクタルフォーム」の耐久性に関するデータは別途「ダクタル」のパンフレットまたは 
土木学会発刊「超高強度繊維補強コンクリートの設計・施工指針（案）」をご覧ください。

ダクタルフォームの優れた性能が認められ、（一財）土木研究センターにおい
て建設技術審査証明を取得しています。
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ダクタルフォームの種類例
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ダクタルフォームのセパレーター仕様の新設構造物への施工手順例。

注）安全対策として、アンカー筋等による機械的な固定を併用することを推奨します。

ダクタルフォームの構造物補修での施工手順例。

敷並べ・目地処理

縦・横支保工取付、固定

吊り込み・建込み

突合せ部目地処理

仮設置

支保工固定

コンクリート打込み

支保工取り外し

セパレーター穴処理

終　了

運　搬

ダクタルフォームの検査

❶不陸調整

仮位置決め、墨出し

固定用アンカー設置

ダクタルフォーム設置・不陸調整

ボルト固定

突合せ目地部処理

無収縮モルタル注入

注入孔処理

終了

運　搬

ダクタルフォームの検査

❺裏込め注入

❻仕上げ

❹目地部の処理

❸ダクタルフォームの設置

❷固定アンカーの設置

捨てコンクリートやモルタルにて不陸の調整

既存コンクリート等が極端に損傷している場合、捨てコンクリートや
無収縮モルタル等を流し込み不陸の調整を行う。

所定位置に樹脂カプセル等を用いて固定用アンカーを設置

高さ調整ボルトやナット等を用いてダクタルフォームの
不陸に注意しながら所定位置に設置を行う。

ダクタルフォーム間の目地部の処理を
エポキシ樹脂系接着剤等で実施する。

ダクタルフォームに設けた注入孔より無収縮モルタル等を
流し込む

裏込め注入：無収縮モルタル

注入孔を目地部処理材または無収縮モルタル等で処理を行う



■桟橋への適用

■減勢工（副ダム越流部）への適用

■頭首工への適用

■橋脚への適用　〈耐磨耗・耐塩害被覆パネル〉

発 注 者：国土交通省　北陸地方整備局
参考部材寸法：ｔ＝ 25mm

発 注 者：石川県
参考部材寸法：ｔ＝ 50mm

発 注 者：農林水産省　東北農政局
参考部材寸法：ｔ＝ 30mm

発 注 者：中日本高速道路株式会社  金沢支社
参考部材寸法：曲面部材

1000 × 950mm等　ｔ＝ 50mm



■橋脚・橋台への適用　〈塩害対策〉

■新幹線高架橋への適用　〈塩害対策〉

■魚道への適用　〈耐磨耗魚道ブロック、隔壁パネル〉

■橋梁への適用　〈補強・保護パネル〉

■橋梁さや管工事への適用

発 注 者：大分県
参考部材寸法：ｔ＝ 20mm

発 注 者：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構
参考部材寸法：ｔ＝ 25mm

発 注 者：長崎県島原市
参考部材寸法：曲面部材

2200 × 2000mm　　ｔ＝ 30mm

発 注 者：東日本旅客鉄道株式会社
東北工事事務所

参考部材寸法：平板部材
900×1800mm　　ｔ＝15、40mm

発 注 者：国土交通省　関東地方整備局
参考部材寸法：多　種

魚道ブロック型枠、平板パネル
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